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事前課題
伊藤克亘 (法政大学 情報科学部)

[bookmark: _GoBack]今回は、コンピュータ科学において最も重要な考え方の一つである「モデル」について話題提供する予定です。スマートスピーカーなどで使われている「音声認識」を題材にモデルについて考えてもらう予定です。以下の問について考えてみて下さい。
もし、調べるのであれば、音声 (処理)、音声学、言語学、日本語学、音声認識などの書籍が参考になるかもしれません。しかし、そういった文献を調べる必要はありません。よく音を聞いて、考えてみて下さい。
音声などは、このサイト (http://www.slp.k.hosei.ac.jp/˜itou/seminar/2019/audio.html) にアクセスして下さい。
課題 １  ふだんの会話、文章などで「モデル」という言葉はどう使われているかなるべくたくさん思い出して書いて下さい。さらに、それらの「モデル」という語はどのような意味なのか書いてみましょう。

	用例
	意味

	
	


課題  2  同じ高さで母音の「あ」と「い」を発声してみましょう。それぞれを発声したとき、口の中はどのような形だったかを説明して下さい。
	あ
	い

	
	


発声を録音できる人は、録音してよく聞いてみて下さい。もしかすると、どちらかが高く聞こえるかもしれません。もし高く聞こえた場合は、「あ」と「い」のどちらが高く聞こえたかメモして下さい。
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課題   3 違う高さで「あ」を二通り発声してみましょう。発声方法はどう違ったかを説明して下さい。
	




課題   4 日本語の母音「あ」「い」「う」「え」「お」の中で似た母音の組を最低一組探してみましょう。
	



その母音のペアの中間のような音（　例えば「あ」と「い」の中間のような音 ） を発声できるように練習してみて下さい。
課題 5 音声に関する学問「音声学」では、音声の最小の単位  (音声の元素のようなもの)  を音韻と呼びます。音韻には子音と母音があります。あ行以外の音は子音と母音から構成されます。ローマ字で書くとはっきりします。例えば、「か」をローマ字で書くと K A ですが、K が子音で A が母音です。
日本語では、あ行以外の同じ行の音は同じ音韻の子音を含みます。例えば「き」と「か」の子音  K   は同じ音韻です。
日本語では、子音は母音よりも数も多いため、似たものがたくさん存在します。例えば、P, T, K  は似ています。サイトで「ぱ」「た」「か」の子音の音が聞けます。それぞれの音がどの音韻か推測してみましょう。 
　　　



（1）（2）（3）

課題 6 音声学では、「か」など、カナ一文字にあたる単位を音節と呼びます。単語の一部として発声される場合には、はっきり発声されない場合があります。サイトに、ある単語に含まれる音節が聞けます。どんな音節か推測してみましょう。




課題 7  上記の音節を含む単語は、単語全体を発声した音声を聞くと、たいていの日本人であれば、どんな単語かはっきり聞きとれるような発声です。このように、日常の会話では、単語や文章全体としては何をいっているのかわかるのに、一音節だけ取り出すと何といっているかよくわからない場合があります。
このように、単独でははっきりしない音節が含まれていても、単語や文章を聞くのに困らない理由を考えて下さい。
	





